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【ゼミでは何を学ぶのか】 

ゼミは基本的に二本立てで行います。 

(1)経済学の古典ないしは関連する二次文献をとりあげ、過去から現在に至る経済学説、

経済思想を学ぶ。 

(2)金融や世界経済など、現代の様々な経済問題を考える。 

両者は一見、無関係にみえるかもしれませんが、密接な関係があります。過去の経済

学を学ぶ最大の目的は、そこから現代の経済問題を考える手がかりを得るためと考えて

います。よくとりあげるテーマは、ケインズ経済学やマネーの歴史などです。 

【どのように学ぶのか】 

基礎演習（2 年生）ではまず、文献検索の仕方、レジュメ・レポートの作成方法、プ

レゼンテーションの作法等を学び、文献を輪読することで基本的な知識や技能を習得し

ます。演習Ⅰ（3 年生）ではやや専門的な文献も扱います。演習Ⅱ（4 年生）では卒業論

文の作成をサポートし、各人の研究の中間報告を中心に進めます。 

 毎年、夏休み（9月頃）にゼミ合宿を実施しています。 

【学んだことはどのように生かせるのか】 

一般に、大学で学ぶ学問が社会に出てそのまま役立つことは稀です。 

しかし問題を的確に捉え、必要な情報を収集し、論理的に考察して解決を導き出す訓

練は、様々な場面で役に立ちます。詰め込んだ知識というものは、時が経つにつれて忘

れてしまいますが、培った論理的思考能力と応用力はずっと残るものです。 

また近年、就職活動にあたってコミュニケーション能力が重視されると言われていま

す。これは特に変わったことをしなくても、人の話に耳を傾ける、相手に関心をもつ、

自分の頭で考える、自分の言葉で説明する、といった普通のゼミ活動を行っていれば自

然と身に付くものです。 

【おすすめの入門書・基本テキスト】 

伊東光晴『ケインズ －“新しい経済学”の誕生－』岩波新書。 

ロマン・ロラン(豊島与志雄訳)『ジャン・クリストフ』(全４巻)岩波文庫。 

宮崎市定『中国史』(上・下)岩波全書。 

【まだ見ぬ君へのメッセージ】 

大学の 4 年間は人生で最も自由を謳歌できる素晴らしい期間です。皆さんの前には大

きな自由が開けていますが、自由にはある意味、恐ろしく、残酷な面もあります。下手

をすると、なんとなく何もしないまま４年間過ぎてしまった、ということにもなりかね

ません。私が学生の頃、先輩たちから伝えられた言葉があります。 

「後悔先に立たず。後悔役に立たず。後悔後を絶たず。」 

不安になったら勉強をしましょう。別に経済学でなくても構いません。いろんなジャン

ルの本をたくさん読んで欲しいと思います。強制されてやる勉強はつまらないかもしれ

ませんが、自発的にやる勉強は面白いですよ。 

                                              


